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１ 神戸の葉物野菜産地の現状
～兵庫県下最大の葉物野菜産地を形成～

（１）栽培面積、生産量、品目
（神戸市産業振興局発行

平成26年度神戸市内農漁業の現状より抜粋）
＜平成25年産＞
・栽培延べ面積 ４７９ｈａ

（内、施設栽培 ２６６ｈａ）
・生産量 ７，９１９ｔ
・主要品目 こまつな、みずな、ほうれんそう

しゅんぎく、チンゲンサイ

（２）多様な農産物流通
・販売先：市場、量販店、直売所など

・形態：束、ＦＧ
（産地と販売先が結びつき、産地育成がすすんできた）



２ 葉物野菜産地の課題

県外の大型産地のシェア拡大

＜生産現場の夢＞
神戸産の価値を創出し都市近郊の強みを活かした
新たな産地育成

＜夢実現のための戦略＞
戦略１：播種情報から出荷計画を樹立し計画販売が実現できる

「出荷予測システム」を開発・運用する。
戦略２：鮮度、内容成分等から「品質評価基準（神戸版スコア

（仮称））」を策定し、神戸産の価値を創出する。



３ 具体的な活動内容（平成26年度～現在）

（１）戦略を推進するための体制づくり
今後の産地課題を検討する場として、
「神戸西地区軟弱野菜推進研究会」を平成26年度に
設立

＜構成メンバー＞
ＪＡ兵庫六甲こうべ旬菜軟弱野菜部会他２組織
ＪＡ兵庫六甲神戸西営農総合センター、神戸市
神戸農林振興事務所、神戸農業改良普及センター

＜研究会が実現させる主要課題＞
①計画生産･計画出荷②品質向上③ＰＲ強化

④生産技術と経営改善⑤有利な販路開拓



（２）戦略１ 計画生産・計画販売の実現

播種情報から収穫情報が予測できる
「出荷予測システム」の開発を開始

＜開発プロジェクトチームの立上げ＞
・チーム員：ＪＡ、普及センター、専門技術員、試験研究
・農業・食品産業技術総合研究機構の助言でシステム開発中

＜生育・温度調査によりデータ収集＞
品目名：こまつな、ほうれんそう、みずな、 しゅんぎく、チンゲンサイ、ねぎ



（２）戦略２ 品質評価基準による価値創出

機能性等「品質評価システム」の研究を開始

＜現在行っている内容成分の分析内容＞
～調査機関に分析依頼～

・分析項目：糖度、ビタミンＣ、抗酸化力、硝酸イオン
・分析品目：こまつな、ほうれんそう、みずな、しゅんぎく、

チンゲンサイ

～現在、データ蓄積により現状把握を実施中～



（１）出荷予測システム開発
＜連携内容＞
①ハウス仕様別、温度変化の測定、温度シミュレーション作成の
協力
②ハウス内温度のデータ収集のためのセンサーや通信システム
の開発協力
③生育モデルの作成助言

＜連携を希望する組織＞
①農業用施設関連企業
②ＩＣＴ関連企業
③独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構

４ 夢実現に向けた連携内容と連携希望組織



（２）品質評価基準（神戸版スコア）の策定

＜連携内容＞
①鮮度・機能性等、品質評価法の開発
②機能性品種の育成
③品質評価基準作成の助言

＜連携を希望する組織＞
①独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構
食品加工関連企業
医療関連企業
②種苗会社
③独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構



（１）兵庫県神戸県民センター 神戸農林振興事務所
神戸農業改良普及センター
（担当：経営課長）
〒651‐2304
兵庫県神戸市西区神出町小束野30‐19
TEL 078‐965‐2102 FAX 078‐965‐2192

（２）兵庫県立農林水産技術総合センター企画調整・経営支援部
（担当：専門技術員（野菜））
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５ 問い合わせ先


